
番号 成果 成果と感じた理由 課題 課題と感じた理由 今後必要だと考えられる取り組み その他検討に必要な事項

1

・目に映る緑の有無
・近くにある緑
・取り組みたい緑化活動
・必要な市の支援

・身近な緑の量に満足できる人の割合が増加した。
・市民のニーズに合った支援を市が対応できている成果だ
と感じた。

・緑の基本計画の認知度
・緑化施策の認知度
・公園の満足度
・緑の量の変化

・認知度を上げることにより、施策やボランティア活動で横ば
いや減少傾向を改善できるのでは
・身近な緑の満足度は上がっているのに反して公園の満足
度は過年度と比較すると減少していて、緑の量も少しずつ
減っていると感じているひとが3割弱いるのは今後の課題だ
と思います。

・身近な緑に対しての満足度がある反面、公園の満足度が
低下しているので、公園の役割として重要視された項目を
見直していく必要があると思う。
・緑の基本計画の認知度を上げるのは少し難しいかもしれ
ませんが、市が取り組んでいる緑化活動についてはアピー
ルしていくべきだと思う。

・緑化活動となると公園を考えがちでしたが、前回の緑化推
進委員会でも話題になっていた街路樹についても市民の方
の意識が高いことに気づかされました。
・アンケートの回答について、地区で偏りが見られるので、
次回はそこを均等にできるとよいと思いました。

2

・公園の満足度
・公園の利用頻度
・緑の量の変化
・公園の滞在時間
・公園や緑の役割

・市民のみなさんは公園を利用したい希望が多いと感じら
れ、そして緑を望んでいるように感じます。

・必要な市の支援
・緑を保全又は増やすべきところ
・取り組みたい緑化活動
・緑のシンボル、場所
・公園の利用目的

・今後の対策として、いかに緑を増やす方法を考える必要が
あります。
・緑を増やすには時間・お金・管理が必要です。特に管理が
できないと市民が希望しているような環境にはなりません。

・公園利用の在り方は2種類あると思います。
遊具を中心とした公園、緑を基本とした公園と分けられると
思います。
どちらも必要ですが、環境や地域により方向性が変わると
思います。

・町中の公園は樹高の高い樹木は日照の関係で嫌われる
ことも考えられるし、郊外の大きい公園は高い木を希望する
場合もあると思います。
・今後公園建設には地域住民との打ち合わせを行い状況に
即した素晴らしい憩いの場をお願いします。

3

・緑の基本計画の認知度
・満足・不満足の理由
・公園の利用目的
・公園の利用頻度
・緑化施策の認知度

・緑に対する理解が広がってきたと思う。

・緑の基本計画の認知度
・必要な市の支援
・緑を保全又は増やすべきところ
・取り組みたい緑化活動
・公園の満足度

・種々の災害によっての経験で公園の重要性への認識が高
まってきていると感じる

・市民との意見交換の場は大切だと考える。
・市の住民の安心・安全の為にも、今後の課題の重要性を
実感する。

4
・目に映る緑の有無
・近くにある緑
・公園の利用目的

・緑の量は満足できると思う
・必要な市の支援
・満足・不満足の理由
・緑を保全又は増やすべきところ

・メンテナンスで落葉樹の葉が大量に側溝等のあり、雨で道
に雨水が出ることがあり危険と感じる。

・町会・自治会の会議に顔を出して、各長等に意見を聞く等
町会・自治会に協力を求める等をしては

5

・緑の基本計画の認知度
・必要な市の支援
・公園の満足度
・公園の役割
・取り組みたい緑化活動

・今回の基本計画の実施自身が認知度を上げる役割を果た
しているのではないでしょうか。
・公園緑地課の日常活動はすべて成果に結びついている
が、特に緑化推進委員会の活動としては花苗活動が評価と
して大きい。

・緑の基本計画の認知度
・公園や緑の役割
・取り組みたい緑化活動
・緑を保全又は増やすべきところ
・公園の利用目的

・基本計画の実現は今からであり、緑の量、満足度、推進法
や、公園の役割、あり方など、ここにあげられている課題は
多いが、防災問題、自然環境保護など重要な課題が挙げら
れていない。

・今回の基本計画の分析において最終段階で、これまでの
拡大の取り組みを続けるとともにグリーンインフラの促進に
よる緑の機能・効果の最大化を図る、とあります。
・私は以前からグリーンインフラの考えに着目して都市・国
土計画の柱として捉えたいと願っております。
ただ最近の社会情勢は、今までの考えでは収まり切れない
状況にあるのではないかと思うようになりました。社会・自然
環境が地球規模で深刻化していること、日本では人口・少
子化と高齢化問題を抱えていることなどにより、都市や社会
のあり方、都市デザインに新たな発想、対応が求められて
いるように思われます。
・緑をテーマの土俵としているこの基本計画は、マクロな問
題と生活に密着した身近な問題を同時に抱えているところ
に特徴があり、ここに着目して構想・テーマ設定と具体的な
解決策を提言すべきだと考えます。前者は夢をもって、後者
は現実的に。

・船橋は海岸都市であり、同時に里山を持つ都市です。あら
ゆる産業を抱える活気ある都市です。
・新しい子供たちの育成と同時に老人の介護・医療、新たな
都市に老朽化する施設、見捨てられる農地、労働不足に外
国人の受け入れ、そして人生百歳時代の生活様式の変化、
これら様々な要素を受け入れる大きく構える都市、こんな都
市の特性をイメージしながら計画づくりは進めたいもので
す。

6 ・緑の量の変化
・これまでの取り組みの成果なんか不明だが、開発等が進
む中「増えている」、「10年前とあまり変わらない」が約45％
なのは緑が保全されていると考える

・公園の満足度
・緑を保全又は増やすべきところ
・緑の基本計画の認知度
・目に映る緑の有無
・取り組みたい緑化活動

・公園の満足度は回答者の属性が違うので過年度と比較す
ることが正しいのかわからないが満足度が大幅に減ってい
る。（２３．４％の減）
・緑を保全又は増やすべき場所は市民の声として公園・広
場を増やすことの要望が高い
・船橋市緑の基本計画の認知度が低い
・目に映る緑の有無について「少ないがある」をあると判定し
9割の人があると判断することに違和感を覚える。
・取り組みたい緑化活動、「緑」に関する活動の認知度が低
い

・都市の緑化を推進するために市民の緑の役割や大切さな
どを学び、緑に触れて興味を持つ機会となるような普及・啓
発活動を行うことが重要と緑の基本計画【改定第2版】に記
載されておりますが、個別施策の指標が目標に達していな
いと思われますので、普及・啓発活動を行うことが今後も必
要と思料します。

・第2回でも委員から意見がありました開発等で提供された
極小公園は、散歩途中の休憩場所に利用されている場合も
ありますが、ほとんど利用されていない公園も多いと思いま
す。
船橋市環境共生まちづくり条例第7条公園の確保があること
は存じておりますが、検討が必要と思料します

7
・目に映る緑の有無
・公園の満足度

アンケート結果から判断
・緑の量の変化
・緑の基本計画の認知度

アンケート結果から判断

・問９「今後、市民の方が緑の環境づくりに関わっていくため
に、市にどのような支援が最も必要だと考えますか。」の回
答では15.6％で「緑に関する情報の提供」が最も高い。市
ホームページ、広報はもとより、利用な可能なSNSを駆使す
る必要があると思います。
・問３，問１０から「公園や広場の緑」「街路樹などの道路の
緑」が果たしている役割が大きいことが分かります。よってこ
れらの緑の管理がとても大切です。特に剪定については大
切です。管理マニュアル的なもので統一した管理が出来る
と理想です。

・緑に求められる役割で、防災・減災、環境保全（温暖化・生
物多様性）機能が高まっているので、市の関連部門との連
携が必要だと思います。
・市北部の民間樹林地をどのように保全するかも重要だと
思います。

8

・目に映る緑の有無
・公園の満足度
・公園の利用目的
・公園の滞在時間
・公園や緑の役割

・ほどほどに近くに緑があり満足と答えたと人は不満と答え
た人の２倍であった
・ただ満足と感じている人の公園に対するニーズの違いに
地域差がある

・緑の基本計画の認知度
・緑化施策の認知度
・必要な市の支援
・取り組みたい緑化活動
・緑のシンボル・場所

・通勤途中で見かける公園では広さは一般的ですが公園を
緑の木で囲み、自治会館があり、消防設備、遊具があり常
に盆踊り、屋台、などが年に数回行われ、近隣住民のコミュ
ニティの場としていこいの場所であるのが伝わってきます。
・又、近隣住民のかたが木と花を植え管理されています。本
来あるべき公園のスタイルが感じられる公園を見ることが出
来ます。

・近くにある公園がどのように利用され役立つべきかを将来
を見据えた公園の在り方を市と共有し合う

・公園は老若男女が集う公共広場ですが夜の犯罪が時とし
て報じられます。
・こどもを見守り、公園のそばを通行する人の目に入りやす
い事。
・清潔なトイレ、花や緑がありいつ起きるかわからない災害
に備えられる場所でもある事。
・少子化、高齢化の進む昨今の事情を踏まえて市が出来る
事、住民が出来る事などを定期的な会合を持ちもう一度公
園の在り方を話し合う時が来ていると思えます。

9

・緑を保全又は増やすべきところ
・緑のシンボル・場所
・公園の利用頻度
・近くにある緑

・西船近隣には勝間田と本郷公園がある。
・総武線のため利用頻度はイベント等があるときのみ

・緑を保全又は増やすべきところ
・緑のシンボル・場所
・公園の利用頻度
・近くにある緑

・本郷公園は近くにありますが、防災・減災機能に関しては
対象になっていないため利用も少ない。
・公園環境としては充分あり、ラジオ体操等で利用してい
る。

・公園としての設備は充分に（トイレ・照明・遊具・ベンチ・都
計・ブランコ等）
・防災・減災となると少し考えてしまう。
・緑に関しても落葉樹と常葉樹の木ばかりで、花壇や花や
緑の芝等は見ることがない。
・私の住んでいるのは葛飾２丁目なので近隣公園は図書館
の近くで線路の向こうになるため、中途半端な位置にある。


